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東
京
・
池
袋
か
ら
電
車
で

約
１
時
間
半
。
埼
玉
県
秩
父

地
方
は
、
空
青
く
、緑
濃
い
。

都
会
の
け
ん
騒
が
う
そ
の
よ

う
な
別
天
地
で
あ
る
。
秋
空

の
下
、
た
く
さ
ん
の
ハ
イ
カ

ー
が
行
き
交
う
。
こ
こ
に
地

域
づ
く
り
の
新
た
な
光
を

と
、
民
・
学
・
官
で
日
本
風

景
街
道
「
秩
父
路
ル
ネ
ッ
サ

ン
ス
」
の
創
造
に
力
を
注
い

で
い
る
。

◆
銘
仙
和
服
で
お
し
ぼ
り

秩
父
盆
地
に
位
置
す
る
秩

父
市
は
、
こ
の
エ
リ
ア
の
中

心
だ
。
江
戸
か
ら
大
正
の
時

代
に
か
け
、
セ
メ
ン
ト
・
絹

織
物
・
木
材
の
３
大
産
業
で

栄
え
た
。
秩
父

夜
祭
で
知
ら
れ

る
秩
父
神
社
の

い
わ
ば
�
門
前

駅
�
で
あ
る
秩

父
駅
（
秩
父
鉄
道
）
を
出
て

旧
市
街
地
を
歩
く
と
、
糸
の

買
継
商
だ
っ
た
商
家
跡
や
蔵

な
ど
が
目
に
つ
く
。

路
地
裏
に
も
登
録
文
化
財

の
民
家
や
古
い
住
家
が
往
時

の
名
残
を
と
ど
め
る
。
こ
こ

数
年
、ケ
ー
キ
店
や
喫
茶
店
、

小
物
店
な
ど
が
お
目
見
え
。

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
慣
れ

し
た
都
会
人
か
ら
す
れ
ば
、

ち
ょ
っ
と
し
た
�
異
界
�
に

映
り
、
楽
し
い
。

一
角
に
事
務
所
を
据
え
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ち
ち
ぶ
ま
ち

づ
く
り
工
房
」
副
代
表
の
華

道
家
（
自
称「
花

織
人
」）、
木
村

和
恵
さ
ん

は

「
３
大
産
業
は

見
る
影
も

な

く
、
近
年
は
観

光
客
も
減
り
気

味
。
『
ま
ち
な

か
に
ぎ
わ
い
通

り
』
を
つ
く
っ

て�
女
の
横
丁
�

に
し
、
活
気
を

呼
び
込
み

た

い
」
と
意
欲
的

だ
。同

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
女
性
陣
が
中

心
に
な
っ
て
活
動
す
る
分
科

会
「
知
々
布
・
織
女
の
会
」

代
表
も
兼
ね
た
、
秩
父
生
ま

れ
の
地
域
お
こ
し
仕
掛
け
人

で
あ
る
。

そ
の
「
知
々
布
・
織
女
の

会
」
の
メ
ン
バ
ー
１０
人
が
９

月
２７
日
、
秩
父
―
三
峰
口
駅

間
で
秩
父
鉄
道
の
Ｓ
Ｌ
列
車

「
華
パ
レ
オ
エ
ク
ス
プ
レ
ス

号
」
（
４
両
編
成
）
に
乗
っ

た
。
地
元
の
荒
川
商
工
会
が

同
鉄
道
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た

企
画
に
協
力
し
た
。

Ｓ
Ｌ
列
車
は
、
国
道
１
４

０
号
に
ほ
ぼ
沿
っ
た
熊
谷
―

三
峰
口
間
約
５７
㌔
を
２
時
間

半
前
後
か
け
て
の
、
の
ん
び

り
旅
。
週
末
中
心
に
運
行（
１

日
１
往
復
）
し
て
２１
年
に
な

る
。「

お
し
ぼ
り
を
ど
う
ぞ
」。

縞
や
か
す
り
文
様
の
秩
父
銘

仙
姿
の
１０
人
は
乗
客
全
員
に

お
し
ぼ
り
サ
ー
ビ
ス
。
デ
ザ

イ
ナ
ー
や
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー

ら
多
彩
な
女
性
団
の
気
配
り

に
、
乗
り
合
わ
せ
た
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
人
の
ツ
ア
ー
一
行

は
「
日
本
的
ね
」と
大
喜
び
。

三
峰
口
駅
で
は
秩
父
屋
台
囃

子
の
笛
や
太
鼓
が
出
迎
え
た

が
、
み
な
「
地
元
を
Ｐ
Ｒ
で

き
る
こ
と
で
あ
れ
ば
」
と
熱

心
で
あ
る
。

◆
贄
川
（
に
え
が
わ
）
宿

の
縁
側
展

木
村
さ
ん
の
仕
掛
け
た
イ

ベ
ン
ト
の
ひ
と
つ
が
、
三
峰

口
駅
か
ら
歩
い
て
１０
分
、
秩

父
市
荒
川
贄
川
で
毎
年
１１
月

に
２
日
間
開
く
「
贄
川
宿
・

秋
の
縁
側
展
」
。
今
年
１９
回

目
を
迎
え
る
。

江
戸
時
代
か
ら
秩
父
の
霊

場
・
三
峰
神
社
へ
参
詣
す
る

人
の
宿
場
だ
っ
た
。
幸
田
露

伴
は
「
瑞
西
（
ス
ヰ
ツ
ル
∥

ス
イ
ス
の
意
）
あ
た
り
の
景

色
の
絵
を
目
の
あ
た
り
此
処

に
見
る
心
地
す
」（
１
８
９
８

年
「
知
々
夫
紀
行
」
）
と
ほ
め

て
い
る
。
道
の
両
側
に
連
な

る
３８
軒
は
、
昔

の
た
た
ず
ま
い

を
今
に
伝

え

る
。こ

の
建
物
に

縁
側
が
あ
る
。
喫
茶
店
主
と

木
村
さ
ん
が
「
こ
こ
で
ア
ー

ト
展
を
し
よ
う
」
と
地
元
へ

持
ち
か
け
た
の
が
き
っ
か
け

と
い
う
。
や
が
て
贄
川
宿
保

存
会
が
で
き
、
市
教
委
な
ど

も
後
援
に
入
っ
た
。

昨
年
、
民
家
活
用
の
常
設

ギ
ャ
ラ
リ
ー
も
で
き
、
展
覧

会
は
秩
父
芸
術
祭
参
加
企
画

と
し
て
、
絵
画
、
ガ
ラ
ス
・

金
工
芸
、
写
真
、
銘
仙
、
人

形
製
作
、
筝
曲
、
書
の
作
品

展
示
や
子
ど
も
囃
子
、
そ
し

て
湯
茶
接
待
で
に
ぎ
わ
う
。

荒
川
商
工
会
の
逸
見
容
明

事
務
局
長
は
、
「
い
ま
５
０

０
０
人
ほ
ど
に
減
っ
た
が
、

最
盛
期
は
３
倍
の
人
波
で
あ

ふ
れ
ま
し
た
。
戻
っ
て
ほ
し

い
で
す
」
と
活
力
回
復
を
祈

る
。

新
宿
駅
東
口
の
イ
ベ
ン
ト

広
場
で
は
、
Ｊ
Ａ
Ｆ
の
田
中

節
夫
会
長
が
「
道
路
を
つ
く

る
た
め
に
集
め
た
税
金
。
道

路
予
算
が
余
る
な
ら
高
い
税

率
を
下
げ
納
税
者
の
過
重
な

負
担
を
減
ら
す
べ
き
だ
。
暫

定
税
率
も
下
げ
ず
に
他
の
目

的
に
使
う
の
は
税
の
公
平
原

則
に
反
し
、
自
動
車
ユ
ー
ザ

ー
は
納
得
で
き
な
い
」
と
、

一
般
財
源
化
を
批
判
。

日
本
自
動
車
工
業
会
の
青

木
哲
会
長
も
「
３０
年
以
上
も

本
来
よ
り
最
高
２
・
５
倍
も

高
い
暫
定
税
率
を
負
担
し
て

き
た
。
道
路
以
外
に
使
う
の

は
許
せ
な
い
。
道
路
整
備
は

ま
だ
必
要
な
所
が
残
っ
て
お

り
、
今
後
国
民
が
ど
の
よ
う

に
税
を
負
担
す
る
か
納
税
者

も
一
緒
に
論
議
し
、
抜
本
的

な
税
制
改
革
が
必
要
」
と
強

調
し
た
。

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の

中
西
英
一
郎
会
長
は
「
最
近

の
燃
料
高
で
業
界
全
体
の
負

担
は
１
兆
円
に
達
し
た
。
経

費
節
減
、
省
エ
ネ
に
四
苦
八

苦
し
て
い
る
が
限
界
で
、
倒

産
、
廃
業
が
相
次
ぐ
。
燃
料

代
対
策
と
高
い
税
金
を
廃
止

し
て
ほ
し
い
。
国
民
生
活
に

必
須
の
物
流
が
維
持
で
き
な

い
」
と
訴
え
た
。

最
後
に
、
石
油
関
連
団
体

も
含
め
７
首
脳
が
た
す

き
が
け
で
舞
台
に
勢
ぞ

ろ
い
し
「
自
動
車
ユ
ー

ザ
ー
の
税
負
担
を
軽
減

す
べ
き
だ
！
」
「
納
税

者
で
あ
る
自
動
車
ユ
ー

ザ
ー
を
無
視
す
る
な

！
」
と
、
気
勢
を
上
げ

た
。ま

た
、
同
日
、
東
京

以
外
で
も
大
阪
、
福
岡

な
ど
全
国
７
都
市
で
、

日
本
自
動
車
連
盟
（
Ｊ

Ａ
Ｆ
）
が
同
趣
旨
の
イ

ベ
ン
ト
を
行
っ
た
。

日
本
自
動
車
連
盟
（
Ｊ
Ａ
Ｆ
）
、
日
本
自
動
車
工
業

会
な
ど
自
動
車
関
連
団
体
で
組
織
す
る
自
動
車
税
制
改

革
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
石
油
関
連
団
体
は
９
月
１７
日
、
東
京

・
新
宿
駅
で
ク
ル
マ
や
ガ
ソ
リ
ン
の
税
金
の
負
担
軽
減

を
訴
え
る
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
た
。

自
動
車
税
制
改
革
フ
ォ
ー

ラ
ム
は
、
道
路
特
定
財
源
の

一
般
財
源
化
に
つ
い
て
、
い

ろ
い
ろ
な
問
題
点
を
指
摘
し

て
お
り
「
基
本
的
に
不
公
平

税
制
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を

な
ん
と
か
是
正
し
て
ほ
し

い
」
と
、
訴
え
て
い
る
。

税
は
国
民
が
公
平
に
負
担

す
る
の
が
大
原
則
だ
が
、
道

路
特
定
財
源
は
本
来
、
道
路

整
備
が
目
的
の
税
だ
か
ら
、

自
動
車
ユ
ー
ザ
ー
だ
け
が
負

担
し
て
い
る
。
そ
れ
を
一
般

財
源
化
す
る
訳
だ
か
ら
問
題

を
は
ら
む
。

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
「
道
路

整
備
の
た
め
の
税
金
は
本

来
、
全
額
道
路
整
備
に
使
う

べ
き
で
、
道
路
整
備
に
使
わ

な
い
分
は
速
や
か
に
減
税

し
、
自
動
車
ユ
ー
ザ
ー
に
返

す
べ
き
だ
。
国
の
借
金
の
ツ

ケ
を
、
自
動
車
ユ
ー
ザ
ー
の

み
に
押
し
付
け
る
の
は
不
公

平
」
と
指
摘
す
る
。

暫
定
税
率
の
維
持
も
「
本

来
よ
り
約
２
倍
も
の
税
率
を

維
持
し
た
ま
ま
一

般
財
源
化
す
る
の

は
、
形
を
変
え
た

増
税
に
等
し
い
」

と
し
、「
一
般
財
源

化
に
よ
っ
て
生
じ

る
問
題
に
つ
い
て

国
民
へ
の
説
明
が

不
十
分
。
国
は
国

民
に
し
っ
か
り
説

明
し
て
ほ
し
い
」

と
し
て
い
る
。

自
動
車
税
制
改
革
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
石
油
関
連
団
体

「間伐景観を楽しめます」と荒川商工会の

逸見容明事務局長＝秩父市大滝地区

新
宿
駅
前
で
通
行
人
に
自
動
車

税
問
題
を
訴
え
る
ビ
ラ
配
り
を

す
る
Ｊ
Ａ
Ｆ
田
中
会
長
ら

税
制
へ
の
考
え
方

６

ＳＬ客車で外国人観光客らへおしぼり

サービス（写真）と、秩父鉄道を走

るＣ５８＝御花畑駅（写真）

ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｍｏｔｏｒｌｉｆｅ．ｊｐ／
自動車税制改革フォーラム

納
税
者
の
声
を
無
視
す
る
な
！
と
訴
え
る
自
動
車
関
連
団
体
首
脳
ら
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東
京
・
池
袋
か
ら
電
車
で

約
１
時
間
半
。
埼
玉
県
秩
父

地
方
は
、
空
青
く
、緑
濃
い
。

都
会
の
け
ん
騒
が
う
そ
の
よ

う
な
別
天
地
で
あ
る
。
秋
空

の
下
、
た
く
さ
ん
の
ハ
イ
カ

ー
が
行
き
交
う
。
こ
こ
に
地

域
づ
く
り
の
新
た
な
光
を

と
、
民
・
学
・
官
で
日
本
風

景
街
道
「
秩
父
路
ル
ネ
ッ
サ

ン
ス
」
の
創
造
に
力
を
注
い

で
い
る
。

◆
銘
仙
和
服
で
お
し
ぼ
り

秩
父
盆
地
に
位
置
す
る
秩

父
市
は
、
こ
の
エ
リ
ア
の
中

心
だ
。
江
戸
か
ら
大
正
の
時

代
に
か
け
、
セ
メ
ン
ト
・
絹

織
物
・
木
材
の
３
大
産
業
で

栄
え
た
。
秩
父

夜
祭
で
知
ら
れ

る
秩
父
神
社
の

い
わ
ば
�
門
前

駅
�
で
あ
る
秩

父
駅
（
秩
父
鉄
道
）
を
出
て

旧
市
街
地
を
歩
く
と
、
糸
の

買
継
商
だ
っ
た
商
家
跡
や
蔵

な
ど
が
目
に
つ
く
。

路
地
裏
に
も
登
録
文
化
財

の
民
家
や
古
い
住
家
が
往
時

の
名
残
を
と
ど
め
る
。
こ
こ

数
年
、ケ
ー
キ
店
や
喫
茶
店
、

小
物
店
な
ど
が
お
目
見
え
。

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
慣
れ

し
た
都
会
人
か
ら
す
れ
ば
、

ち
ょ
っ
と
し
た
�
異
界
�
に

映
り
、
楽
し
い
。

一
角
に
事
務
所
を
据
え
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ち
ち
ぶ
ま
ち

づ
く
り
工
房
」
副
代
表
の
華

道
家
（
自
称「
花

織
人
」）、
木
村

和
恵
さ
ん

は

「
３
大
産
業
は

見
る
影
も

な

く
、
近
年
は
観

光
客
も
減
り
気

味
。
『
ま
ち
な

か
に
ぎ
わ
い
通

り
』
を
つ
く
っ

て�
女
の
横
丁
�

に
し
、
活
気
を

呼
び
込
み

た

い
」
と
意
欲
的

だ
。同

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
女
性
陣
が
中

心
に
な
っ
て
活
動
す
る
分
科

会
「
知
々
布
・
織
女
の
会
」

代
表
も
兼
ね
た
、
秩
父
生
ま

れ
の
地
域
お
こ
し
仕
掛
け
人

で
あ
る
。

そ
の
「
知
々
布
・
織
女
の

会
」
の
メ
ン
バ
ー
１０
人
が
９

月
２７
日
、
秩
父
―
三
峰
口
駅

間
で
秩
父
鉄
道
の
Ｓ
Ｌ
列
車

「
華
パ
レ
オ
エ
ク
ス
プ
レ
ス

号
」
（
４
両
編
成
）
に
乗
っ

た
。
地
元
の
荒
川
商
工
会
が

同
鉄
道
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た

企
画
に
協
力
し
た
。

Ｓ
Ｌ
列
車
は
、
国
道
１
４

０
号
に
ほ
ぼ
沿
っ
た
熊
谷
―

三
峰
口
間
約
５７
㌔
を
２
時
間

半
前
後
か
け
て
の
、
の
ん
び

り
旅
。
週
末
中
心
に
運
行（
１

日
１
往
復
）
し
て
２１
年
に
な

る
。「

お
し
ぼ
り
を
ど
う
ぞ
」。

縞
や
か
す
り
文
様
の
秩
父
銘

仙
姿
の
１０
人
は
乗
客
全
員
に

お
し
ぼ
り
サ
ー
ビ
ス
。
デ
ザ

イ
ナ
ー
や
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー

ら
多
彩
な
女
性
団
の
気
配
り

に
、
乗
り
合
わ
せ
た
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
人
の
ツ
ア
ー
一
行

は
「
日
本
的
ね
」と
大
喜
び
。

三
峰
口
駅
で
は
秩
父
屋
台
囃

子
の
笛
や
太
鼓
が
出
迎
え
た

が
、
み
な
「
地
元
を
Ｐ
Ｒ
で

き
る
こ
と
で
あ
れ
ば
」
と
熱

心
で
あ
る
。

◆
贄
川
（
に
え
が
わ
）
宿

の
縁
側
展

木
村
さ
ん
の
仕
掛
け
た
イ

ベ
ン
ト
の
ひ
と
つ
が
、
三
峰

口
駅
か
ら
歩
い
て
１０
分
、
秩

父
市
荒
川
贄
川
で
毎
年
１１
月

に
２
日
間
開
く
「
贄
川
宿
・

秋
の
縁
側
展
」
。
今
年
１９
回

目
を
迎
え
る
。

江
戸
時
代
か
ら
秩
父
の
霊

場
・
三
峰
神
社
へ
参
詣
す
る

人
の
宿
場
だ
っ
た
。
幸
田
露

伴
は
「
瑞
西
（
ス
ヰ
ツ
ル
∥

ス
イ
ス
の
意
）
あ
た
り
の
景

色
の
絵
を
目
の
あ
た
り
此
処

に
見
る
心
地
す
」（
１
８
９
８

年
「
知
々
夫
紀
行
」
）
と
ほ
め

て
い
る
。
道
の
両
側
に
連
な

る
３８
軒
は
、
昔

の
た
た
ず
ま
い

を
今
に
伝

え

る
。こ

の
建
物
に

縁
側
が
あ
る
。
喫
茶
店
主
と

木
村
さ
ん
が
「
こ
こ
で
ア
ー

ト
展
を
し
よ
う
」
と
地
元
へ

持
ち
か
け
た
の
が
き
っ
か
け

と
い
う
。
や
が
て
贄
川
宿
保

存
会
が
で
き
、
市
教
委
な
ど

も
後
援
に
入
っ
た
。

昨
年
、
民
家
活
用
の
常
設

ギ
ャ
ラ
リ
ー
も
で
き
、
展
覧

会
は
秩
父
芸
術
祭
参
加
企
画

と
し
て
、
絵
画
、
ガ
ラ
ス
・

金
工
芸
、
写
真
、
銘
仙
、
人

形
製
作
、
筝
曲
、
書
の
作
品

展
示
や
子
ど
も
囃
子
、
そ
し

て
湯
茶
接
待
で
に
ぎ
わ
う
。

荒
川
商
工
会
の
逸
見
容
明

事
務
局
長
は
、
「
い
ま
５
０

０
０
人
ほ
ど
に
減
っ
た
が
、

最
盛
期
は
３
倍
の
人
波
で
あ

ふ
れ
ま
し
た
。
戻
っ
て
ほ
し

い
で
す
」
と
活
力
回
復
を
祈

る
。

新
宿
駅
東
口
の
イ
ベ
ン
ト

広
場
で
は
、
Ｊ
Ａ
Ｆ
の
田
中

節
夫
会
長
が
「
道
路
を
つ
く

る
た
め
に
集
め
た
税
金
。
道

路
予
算
が
余
る
な
ら
高
い
税

率
を
下
げ
納
税
者
の
過
重
な

負
担
を
減
ら
す
べ
き
だ
。
暫

定
税
率
も
下
げ
ず
に
他
の
目

的
に
使
う
の
は
税
の
公
平
原

則
に
反
し
、
自
動
車
ユ
ー
ザ

ー
は
納
得
で
き
な
い
」
と
、

一
般
財
源
化
を
批
判
。

日
本
自
動
車
工
業
会
の
青

木
哲
会
長
も
「
３０
年
以
上
も

本
来
よ
り
最
高
２
・
５
倍
も

高
い
暫
定
税
率
を
負
担
し
て

き
た
。
道
路
以
外
に
使
う
の

は
許
せ
な
い
。
道
路
整
備
は

ま
だ
必
要
な
所
が
残
っ
て
お

り
、
今
後
国
民
が
ど
の
よ
う

に
税
を
負
担
す
る
か
納
税
者

も
一
緒
に
論
議
し
、
抜
本
的

な
税
制
改
革
が
必
要
」
と
強

調
し
た
。

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の

中
西
英
一
郎
会
長
は
「
最
近

の
燃
料
高
で
業
界
全
体
の
負

担
は
１
兆
円
に
達
し
た
。
経

費
節
減
、
省
エ
ネ
に
四
苦
八

苦
し
て
い
る
が
限
界
で
、
倒

産
、
廃
業
が
相
次
ぐ
。
燃
料

代
対
策
と
高
い
税
金
を
廃
止

し
て
ほ
し
い
。
国
民
生
活
に

必
須
の
物
流
が
維
持
で
き
な

い
」
と
訴
え
た
。

最
後
に
、
石
油
関
連
団
体

も
含
め
７
首
脳
が
た
す

き
が
け
で
舞
台
に
勢
ぞ

ろ
い
し
「
自
動
車
ユ
ー

ザ
ー
の
税
負
担
を
軽
減

す
べ
き
だ
！
」
「
納
税

者
で
あ
る
自
動
車
ユ
ー

ザ
ー
を
無
視
す
る
な

！
」
と
、
気
勢
を
上
げ

た
。ま

た
、
同
日
、
東
京

以
外
で
も
大
阪
、
福
岡

な
ど
全
国
７
都
市
で
、

日
本
自
動
車
連
盟
（
Ｊ

Ａ
Ｆ
）
が
同
趣
旨
の
イ

ベ
ン
ト
を
行
っ
た
。

日
本
自
動
車
連
盟
（
Ｊ
Ａ
Ｆ
）
、
日
本
自
動
車
工
業

会
な
ど
自
動
車
関
連
団
体
で
組
織
す
る
自
動
車
税
制
改

革
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
石
油
関
連
団
体
は
９
月
１７
日
、
東
京

・
新
宿
駅
で
ク
ル
マ
や
ガ
ソ
リ
ン
の
税
金
の
負
担
軽
減

を
訴
え
る
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
た
。

自
動
車
税
制
改
革
フ
ォ
ー

ラ
ム
は
、
道
路
特
定
財
源
の

一
般
財
源
化
に
つ
い
て
、
い

ろ
い
ろ
な
問
題
点
を
指
摘
し

て
お
り
「
基
本
的
に
不
公
平

税
制
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を

な
ん
と
か
是
正
し
て
ほ
し

い
」
と
、
訴
え
て
い
る
。

税
は
国
民
が
公
平
に
負
担

す
る
の
が
大
原
則
だ
が
、
道

路
特
定
財
源
は
本
来
、
道
路

整
備
が
目
的
の
税
だ
か
ら
、

自
動
車
ユ
ー
ザ
ー
だ
け
が
負

担
し
て
い
る
。
そ
れ
を
一
般

財
源
化
す
る
訳
だ
か
ら
問
題

を
は
ら
む
。

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
「
道
路

整
備
の
た
め
の
税
金
は
本

来
、
全
額
道
路
整
備
に
使
う

べ
き
で
、
道
路
整
備
に
使
わ

な
い
分
は
速
や
か
に
減
税

し
、
自
動
車
ユ
ー
ザ
ー
に
返

す
べ
き
だ
。
国
の
借
金
の
ツ

ケ
を
、
自
動
車
ユ
ー
ザ
ー
の

み
に
押
し
付
け
る
の
は
不
公

平
」
と
指
摘
す
る
。

暫
定
税
率
の
維
持
も
「
本

来
よ
り
約
２
倍
も
の
税
率
を

維
持
し
た
ま
ま
一

般
財
源
化
す
る
の

は
、
形
を
変
え
た

増
税
に
等
し
い
」

と
し
、「
一
般
財
源

化
に
よ
っ
て
生
じ

る
問
題
に
つ
い
て

国
民
へ
の
説
明
が

不
十
分
。
国
は
国

民
に
し
っ
か
り
説

明
し
て
ほ
し
い
」

と
し
て
い
る
。

自
動
車
税
制
改
革
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
石
油
関
連
団
体

「間伐景観を楽しめます」と荒川商工会の

逸見容明事務局長＝秩父市大滝地区

新
宿
駅
前
で
通
行
人
に
自
動
車

税
問
題
を
訴
え
る
ビ
ラ
配
り
を

す
る
Ｊ
Ａ
Ｆ
田
中
会
長
ら

税
制
へ
の
考
え
方

６

ＳＬ客車で外国人観光客らへおしぼり

サービス（写真）と、秩父鉄道を走

るＣ５８＝御花畑駅（写真）

ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｍｏｔｏｒｌｉｆｅ．ｊｐ／
自動車税制改革フォーラム

納
税
者
の
声
を
無
視
す
る
な
！
と
訴
え
る
自
動
車
関
連
団
体
首
脳
ら
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